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農業者 約 名

組織名 　大渕地区農地・水保全会

対象農用地 農　業　用　施　設 農地維持

18 開水路 パイプライン 農　道 ため池 資源向上（共同活動）

0 10 0.3 8 0 資源向上（長寿命化）

43 活動開始年度 平成 27 年度 活動 8 年目

農業者以外
の

構成団体

地域の概略

本地区は、笠間市の北部に位置し、南側に涸沼川が流れている。水源は、涸
沼川からポンプによりくみ上げる水と、飯田ダムから流下し飯田川に流れて
いる水を水路で引き込む、この両方で確保しています。
大渕地区農地・水保全では、水路農道などの維持管理を農業者中心に進めて
きたが、本年度からは土地改良事業と合わせて取り組んでいきます。

位置図
（市役所が用意します）



◆活動において工夫していること◆

組織名 　大渕地区農地・水保全会 上半期の活動報告

◆令和４年度　上半期の活動報告◆

◆令和４年度　下半期のスケジュール◆

１０月 土地改良事業が開始される。 ◆今後の展望◆

～ 事業に協力し、早期完成を望む。

大渕地区農地・水保全事業は

この事業を支えていく。

1.　耕作道路に関して、敷砂利工事を直営施工す
ることで、費用の節減を行っている。
2.　区域内を通る市道は、路肩等の傷みが激しく
通行の妨げとなっている。土留工事を行い利用者
の安全確保に貢献している。

　本年度より、この地域には県営土地改良事業が
工事着工することとなった。永年の夢と希望が叶
え、地域農業はますます発展することとなる。今
後の農業は、担い手主体となるが、今まで行って
きた農地・水保全活動は地主と担い手が一体とな
り進めて行きたい。やがては、地域住民と合わせ
た環境活動、後継者育成による農業農村地域の
発展をと、大きな展望を考える。

写真１

【時期】　４月

【内容】道路、水路の維持管理計画を発

表した。合わせて、本年度より実施する

土地改良事業の説明を行った。

写真２

【時期】　４月

【内容】代掻きに備えて、揚水ポンプの

点検整備を行った。合わせて、用水路の

泥浚いと草刈りを行った。

写真３

【時期】　５月、７月、８月

【内容】乗用草刈り機による農道・水路

の除草を、年３回行っている。

写真４

【時期】　５月、７月、８月

【内容】人力により、耕作道路・水路周辺

の除草を、年３回行っている。

写真５

【時期】　５月、７月、８月

【内容】農業者の高齢化、および軟弱地盤の影響で機

械作業ができず、遊休農地となっている箇所がある。

この管理として除草を年３回行っている。


